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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・第3回院内研修の出欠結果が出ている為、誤りがないか各自確認すること。変更のある場合は8/3（木）までとする。

・来月分の勤務表を作成してますので、公休や年休の確認すること。翌月勤務表内の9/16（土）のふれあい祭りが出勤の為、公休振替を来月分に含んでいる。9/16服部･戸賀沢･田中は公休となる。

・デイケアとナイトケア分はナイトケアがまとめ処理･管理し、デイナイトケア分はデイナイトケアでまとめて処理･管理する。上記のように入金管理方法が変更となっている。

・提出物：7月月報→8/3（木）まで
　　　　：経過記録→8/9（水）まで
・当院入院予定者2名（上川原豊様、冨田紀子様）である為、入院に伴いデイケアを退所となることから、退所連絡メールや必要書類の準備を進めること。

・8/15（火）・8/16（水）は外来診察休診となる。
・お盆行事について
　8/14（月）デイケア→映画鑑賞（青陽館内と外出組みに分けて映画を鑑賞する）
　　　　　デイナイトケア→通常プログラム
　8/15（火）デイケア･デイナイトケア合同で“冷やし中華作り” 

※お盆行事が終了したら、次月9/18（月）敬老の日の行事内容を話し合うこと。
・緊急連絡網を更新している為、各自登録の確認をすること。
・8/25（金）青陽館避難訓練実施。今回は13:30頃に実施予定。プログラムやミーティング時間を利用し、避難訓練に向けた連絡や災害が起きた際の対応を日頃から意識できるように伝えていく。

・教育委員会から、医療福祉学会の演題募集のお知らせあります。抄録の締め切りは9/15（金）となっているため、抄録は8/1（火）までに修正し、小嶋SGMと慶長JGMに各グループ提出し、早めに研究を進めること。
・青陽館の納涼会について
行事の決裁がおりている。準備として、牛乳パックが必要になる為、寄付できる方は行事担当の慶長、石橋へ渡すこと。

・来月のカンファレンス予定に、疾患に関する勉強会と毎週火曜に電子カルテの勉強会を入れていく。

＜青明舎利用者様情報＞
・東海林紀子様～7/25（火）来所しており、青南病院の血液検査で血糖値が高かったことから栄養指導を受けると話している。炭酸飲料を飲むことが多い為、お茶を飲むように促している。

・福井　彩　様～7/25（火）来所している。メディカルアシストの試験が9月と1月にあり、1月に試験を受けるとのこと。現状は保険会社の就労を優先していきたいと話している。働きたい理由を尋ねると、結婚したことにより病院の医療費が上がって生活費が厳しく、自身で使える金額が1万円のみであるとのこと。また、年金は母様に渡しており「お母さんを助けるのは当たり前」と話している。

・松川　順子様～7/26（水）青明舎スタッフ同行にてバス券を更新している。弁当の配達業者の人に安否確認の為に誰か連絡を取れる人がいないか言われ、妹様が連絡を取れるか分からなかったことから「いないです」と返答したとのこと。その後、考え込んで妹様の携帯番号と自身の携帯番号を教えて、妹様の留守番電話に上記についてメッセージを入れたと話している。どうして弁当配達業者の人に教えたのかと「教えた方がいいと思って」とのことで、振り返ると「教えない方がよかったのかな。直接掛かってきたら･･･」と不安を訴えている。掛かってきたとしても出なくてもいいこと、不安であれば電話番号の変更を検討するよう伝えている。その後、妹様から連絡があり、勝手に家にいなかいように言われ、以前生活が苦しくて物を取ってしまったことを本人が謝っている。入院中に妹様からＣＤを借りていたが妹様に会いたくないと訴えることから、ＣＤが青明舎で預かり妹様が取りに来れる日を確認して対応していくこととする。

・駒木　洋士様～7/27（木）青明舎の調理プログラムに参加しており、多弁さが見受けられている。財布忘れたとのことで、後払いにすることを約束し7/28（金）に支払っている。病院受診が4週に1回から2週に1回に変更となっている。

・高柳　和子様～7/26（水）本人より電話連絡があり、7/25（火）から頭痛が出現しており、リスパダールを服用したが改善されず、電話連絡前にもリスパダールを服用していると話している。受診の際に主治医には相談したのか確認すると、その時には頭痛は出現していなかった為、相談しなかったとのこと。以前相談した際には鹿内内科を受診するよう勧められたと話している。

・鈴木　知子様～7/27（木）に青明舎に来所するという電話連絡があったが、気分が乗らないとの訴えがあり来所していない。

・野月　利章様～7/29（土）青明舎利用予定であったが13:30になっても来所しておらず、13:40に母様から来所確認の電話連絡があり、来所していないことを伝えている。7/28（金）に携帯電話をなくしたとのことで本人と連絡が取れない状況であり、結局その日は青明舎に来所していない状況。20:30に本人と合流できたと母様から電話連絡があり、本人は新八温泉に1日中滞在していたとのこと。

・前野　義勝様～7/30（日）定期訪問実施。右臀部痛が継続している為、整形外科受診し注射・電気療法・マッサージを行っており、以前よりは改善傾向にあるとのこと。うみねこ幸房は火曜日と金曜日に利用であるが、人数が足りない時には月曜日と木曜日にも利用していると話している。身体の状態については痛みが継続していることから現在はナイトケアに行けないが、状態が良くなれば来所する予定とのこと。また、金銭状況が厳しい為、出納帳を記帳することを話している。

＜グループホーム利用者様情報＞

・淡路智恵子様～7/26（水）グループホーム世話人と同行受診している。アパート暮らしをしたいことや同居人に殺されること等の話をしており、主治医よりグループホームを出ることは駄目であることを説明され、リスペリドン1mg朝・夕に服薬調整を行っている。また、病院受診を隔週から毎週に変更となっている。忘薬や怠薬はないが、服薬の変更があった為7/26（水）から訪問時に薬の空包の確認を行っている。7/30（日）はぐっすり眠れたとのことだが「前の自分の方が好きだった」と話している。今後も様子観察していく。
・冨田　紀子様～7/20（木）同行受診し軽度認知症と診断されている。薬の空包確認については当初は拒否があったが、最近は朝に薬を出している様子が見られている。しかし、朝食を食べず、昼食後に朝食後薬を服用することにこだわりがあり、変更できないと本人は話している。生活は落ち着いているとのこと。

・繁名　和恵様～7/26（土）高橋医院に受診し、大腸の内視鏡検査を実施しており、検査の結果は異常なしとのこと。血便の原因については、医師より排便の際に切れたのではないかと言われ、本人は大きな問題がなく安心したと話している。
・田中　一　様～1週間寝不足であるという訴えが継続して聞かれている為、7/31（月）の定期受診の際に主治医に相談するよう促している。寝不足以外の不調はないとのこと。

・下妻　康貴様～7/25（火）就労について相談がある。ハウスのスタッフと店長が退職することによる不安があるとのことで、主治医に相談していると話している。仕事の内容は変更ないとのこと。
・関　秀治　様～以前、頭痛があった時から10日間は薬の空包の確認していたが、服薬状況に問題ない為7/28（金）で終了とし、今後は自己管理とする。
・番沢　政勝様～7/16（日）に前歯が折れたとのことで、7/25（火）鹿内内科同行受診している。口腔内のレントゲン施行し、医師より歯茎が腫れている状態で歯ブラシの当て方が強いことを言われている。今後、神経の状態をみてから治療方針を決定するとのこと。「歯を全て抜きたい」と本人が話しており、食べたい物が食べられなくなると伝えると「それは困るな」と話している。また、金銭について不安がある為、ひと月の負担が大きくならないように金銭確認しながら支援していく。

・若松　邦生様～7/29（土）訪問時に、プログラムでの勉強はしっていることばかりであり、デイケアに行く意味が見出せないと訴えがある。火曜日か水曜日にデイケアを非利用日にしたいと話すが「グループホームで過ごしても日中は何か活動しないといけないし」と話している。就労移行支援「あっとワーク」を利用していた時と同じで意味が見出せないとのこと。デイケアに来所することは怠いが行くと話している為評価し、継続して来所できるよう声掛けを行っていく。

・村上　元道様～7/26（水）訪問時に、7/25（火）に母様から1万円貸してほしいと電話があったとのこと。7/22（土）に母様に5万円返してもらったが、まだ7万円返してもらっていないとのことで、貸すつもりはないと話している。苛々時の頓服薬を服用し眠ることはできているが、表情が硬く落ち込んでいる様子がみられたり疲れを訴えることがある。
・藤村　翔　様～7/27（木）夜中3時に入眠できず、ラジオを聞いていたとのこと。その他の不調はないと話している。

・大下　伸治様～1週間の定期訪問時、体調確認に「調子良くない。もやっとする」と訴えが継続している。7/29（土）訪問時にサングラスを着用しており、理由を尋ねると「サングラスをすると良くなる」と話しているが、7/30（日）はサングラスを着用していない。8/1（火）他利用者（森田清助様）と三社大祭の見物に行きたいとのことで、デイケアスタッフに相談しており「いいですよと言われました」と報告している。祭りでは甘い物を食べ過ぎないよう助言している。また、以前から青南病院の医療費が心配であると訴えがあったが、7/29（土）に姉様が支払いに来ていた為、安心したと話している。

※グループホーム「あおぞら」に新しい入居者が入ることから、グループホームの利用者の経過観察を行うようにすること。

＜利用者様情報＞

デイケア

・上村　正暁様～担当スタッフと面談を実施。今後の利用に関して本人の考えを確認している。本人としては、今後病院ＳＷと話し合い就労移行支援を利用することを考えているとのこと。また、今までは週1回の不定期での利用だったが、来月からは木曜日の利用に固定したいと話している。就労移行支援の利用に伴い、デイケアの利用を止める考えはないとのことで、主治医に相談した際には無理のないようにとの助言があったとのこと。木曜日利用に伴い、就労支援グループのプログラム参加を勧めると「ちょっとしか入ったことないからよく分からないけど」と話しているが、考えてみるとのこと。

・松倉　健一様～今月、八戸赤十字病院しているかを尋ねると「していません」と話しており、受診していない理由については「特にないです」とのことで、処方薬もすでにないと話している。今後の受診予定について尋ねると「8/21に行こうと思っています」と話し、切迫している様子は窺えない。以前も同様の理由で長期的に受診が出来ていないことがあり、症状が悪化した為、早めに受診するよう伝えている。以前までは姉様と受診していた為、姉様にすぐ相談し、予約するよう伝えると「分かりました」と話している。上記内容を姉様に情報提供し、次回受診の予約と当日の付き添いを依頼していくこととしている。
デイナイトケア
・倉橋　生子様～青風荘より情報提供あり、7/28（金）より咳が出ていたとのことでマスクを着用して過ごしていたとのこと。7/29（土）の入浴の順番待ちの際に、ノックせずに浴室を開けることがあり、注意と指導を行っていたとのこと。7/30（日）は夕食後、特定利用者（津嶋イチ子様）に対して暴言を言うことがあり介入していたとのこと。本日のデイナイトケアでは「2週間前から尿が出ない」「睡眠が3～4時間」「足が重い」「パッとしない」と訴えている。昼食後、咳をすることが多い為、体調確認やバイタル測定を行っていくこととする。
・岩城　敏夫様～青風荘より情報提供あり「便が3日出てないんだよ、出そうで出ないんだ、腹は痛くない」と話していたとのこと。必要以上にトイレで力むと出血する恐れがあるので力まないよう声掛けしているとのこと。排便については、今日1日様子を見て下剤を使用するか判断することを伝えているとのこと。本日のデイナイトケアでは「まだでてない」と話しており腹痛はないとのこと。
・野月　利章様～本日正式利用開始予定となっていたが、母様より「車のタイヤがパンクしたので到着が9:10頃になる」と連絡がある。連絡のあった予定時刻には母様の送迎で本人は到着している。来所すると母様より話があり「整形外科受診があり16時に迎えにきます」とのこと。本日は整形外科受診の為早退となり、正式利用開始は明日以降の予定となる。日中の過ごし方については、他者と交流をしたり園芸療法で畑作業に参加している。

ナイトケア
・下妻　康貴様～7/28（金）仕事にて草刈りをしてきたと報告しており、先日聞かれた仕事への不安について状況を確認している。現状は今までの仕事と大きな違いはなく、職員は少なくなっているが問題なく行えているとのこと。これから仕事に変化が生じる可能性があることを踏まえ、何か変化があった際には教えてほしいことと、無理せず仕事を行っていくよう促すと「分かった」と話している。
＜外来情報＞
7/31（月）

・上村　正暁様～最近、下痢をすることがあり、あんまりお腹の調子が良くないと話して

　　　　　　　　いる。毎日、パチンコ屋に行き新聞を読んで、買い物をして帰ると話している。たまに、親と喧嘩をすることはある様だが、どうにか仲良くやれていると話している。

・下口　政子様～幻聴が聴こえて、周りが気になる事があるとの事だが、人が多いへは出掛けたいとのこと。音楽を聞いたりして、あんまり気にしないようにアドバイスあり。お盆には。お墓参りに行きたいと話している。

・田中　一　様～特に変わりないと話している。体重73ｋgハロマンス（50）１Ａ施行し次回受診の8/28まで様子観察となる。

カンファレンスシート（田名部　浩平様）

実施日：H29年7月31日（月）13：30～14：00

担当：佐々木　弘子

参加者：慶長、馬場、會津、藤田、石橋、柴崎、佐々木・白石・名久井

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	田名部　浩平様
	性別
	男
	年齢
	35
	生年月日
	S57.3.8

	主病名
	統合失調症
	合併症
	脂質代謝異常症

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣を身に付ける、対人関係を学ぶ

共同生活を覚える、現実的判断を学ぶ

作業能力・持続性の向上、病識をつける

	本人希望
	就労や自宅に戻って生活をしたい。

	家族希望
	就労してほしい。現在の生活の継続。

	入院歴
	計１回（最終： H 21 年 6 月 10 日 ～ H 26 年 5 月 10 日

	通所歴
	2回目

· 前回： H17年5月 ～ H21年6月10日

· 今回： H26年5月13日～現在　　（週3回/月～水曜日）

	その他サービス利用
	H29.3.3～うみねこ幸房利用週1回/金曜日⇒6/8(木)～週2回/木･金曜日

青明舎

	住居：

グループホームあおみ入居
	家族構成

両親は、本人4歳頃離婚している。母親は、親戚経営の洋品店に勤務している。4歳違いの兄がいるが、現在は派遣社員として岩手県北上市で働いている。その兄と本人の関係性が良くないと母親は危惧している。


	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳　2級
	障害基礎年金2級
	自立支援医療

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	就労や自宅での生活に向けての準備を行う。
	①自分から就労などについて相談できるようになる。
	①不安やストレスなどをスタッフへ相談する。


	①不安や分からない事はスタッフへ相談する。本人から相談がない時は、スタッフから声を掛けて不安の確認をする。就労についての不安も確認していく。

	
	②作業遂行能力の向上を目指す。


	②作業活動にて問題対処法を学ぶ。
	②作業活動で分からない事がある時にはスタッフ確認する。また、作業終了の際はスタッフに声を掛ける。

	
	③対人交流を円滑にする。
	③個別でのＳＳＴを行い、円滑な対人交流の仕方を学ぶ。挨拶を相手に聞こえる声で行う。
	③自分から他者へ挨拶する。スタッフは、挨拶の確認を行い、声が低い時は声掛けする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度80％）
	今後の対応

	①不安やストレスなどをスタッフへ相談する。
	・本人からは必要なこと以外は話し掛けることはないが、話し掛けに対しては適切な内容で返答している。

・ミーティングにて、進行を行うメンバーが不在の時は始まりの挨拶や時間の管理を行っている。

・グループホームでの生活には、不安不満なく、過ごしているとのこと。休日の食事を自身で作ることが少ない為、これからは少しずつ出来るようになりたいとのこと。

・就労について、一般就労が出来るのではないかとデイケア利用当初は話していたが、就労支援プログラムで作業所などの施設を紹介した事で作業所利用についても考え、H29.3月より、うみねこ幸房利用している。
	本人の目標である就労は、H29.3月より、うみねこ幸房を正式利用となっている。利用当初は週1回の利用でしたが、6/8～週/2回の利用となっている。今後も少しずつ就労日数を増やしていきたいと希望がある。仕事の後は、だいぶ疲れがあるようで、帰宅後は眠ってしまうこともあるとの情報がある。デイケアでも就労先でもなかなか自分から話せない様子見られているため、言葉にできるような関わりと思いを話せるようにスタッフから声を掛けていく。⇒計画継続

	②作業活動にて問題対処法を学ぶ。
	・作業療法プログラムでは、Ｆｏｒを見ている事が多い。興味のある物を自分から取り組もうとする事や何かを自分から見つけて取り組もうとする事はない。
・作業療法士の実習生と折り紙手芸を実施した際には、分からないところがあれば自発的に質問し、どこが分からないか伝える事ができる。
	以前は就労に関する本を持参し、読書していることもあった。何かに取り組んでいる時には集中でき、持続性も見られている。スタッフ側から何かを提示したり提供したりし、作業遂行能力の向上へ繋がるよう関わっていく。⇒目標一部変更

	③個別でのＳＳＴを行い、円滑な対人交流の仕方を学ぶ。挨拶を相手に聞こえる声で行う。
	・本人から積極的な挨拶はするが、声が小さいため聞き取りにくい時もある。相手の顔を見て挨拶する事は出来ている。

・ミーティングでは、他者に聞こえるような大きな声で挨拶や進行を行っている。

・他者から誘われるとカラオケに参加され、ある程度は交流を持たれている。他者からトランプに誘われれば応じている。
・本人より調理の手伝いの希望があり、祝日・行事プログラムにて、調理がある際には、スタッフの手伝いを行っている。

・プログラムや行事に参加出来ているが、基本的に個別で行動していることが多い。・お母様は、外出した際に親戚と会っても本人が挨拶をしない事に不安を感じると話している。
	コミュニケーションに関して、他者から話し掛けられることが多く、受動的な姿勢が見られる。他者との交流は殆ど見られないが、必要なことがある際には本人から話し掛けている。対人交流を円滑に行うためには、挨拶も大事であるため、相手に伝わるような声であるか確認し、出来ている時は評価し、本人の自信に繋げていく。⇒計画一部変更

	その他
	・奇異な行動（鏡の前や誰もいないところでの太極拳や空笑）は現在でも時折見られるが、病状は安定していることが窺えている。

・薬は、忘薬なく過ごしていると話しているが、病識に関しては自身で上手く説明出来ないことから、乏しい様子が窺える。

・定期的にお母様と外出や外泊をし、衣類の購入やランチに出掛けている。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状の安定と現在の生活を維持できるようにし、デイケアと仕事を続けていく。
	①自分から就労などについて相談できるようになる。
	①不安やストレスなどをスタッフへ相談する。


	①不安や分からない事はスタッフへ相談する。本人から相談がない時は、スタッフから声を掛けて不安の確認をする。就労についての不安も確認していく。

	
	②作業遂行能力の向上を目指す。


	②作業活動にて問題対処法を学ぶ。
	②作業活動で分からない事がある時にはスタッフ確認する。また、作業終了の際はスタッフに声を掛ける。スタッフは、作業の遂行状況を観察し、アドバイスや助言、評価を行う。

	
	③対人交流を円滑にする。
	③円滑な対人交流の仕方を学ぶ。挨拶を相手に聞こえる声で行う。
	③他者とコミュニケーションをとり、対人交流を学びながら、地域生活に必要な能力を身に付ける。自分から他者へ挨拶する。スタッフは、挨拶の確認を行い、声が低い時は声掛けする。定期的な面談を通し、話せる場を作る。


